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2J:j2 口 報告 衛生 ・ 植民地主義と 「帝国」 秩
Ii 正一 束ア ジ ア ・ 東南ア ジ ア の場合
ゲスト・飯島渉
論評脇村孝平「植民地統治と公衆衛
生インドと台湾 J r思想J 1997.8
鐙谷 l直人
4 月26 日 報告 国民国家 と帝同的支配一1 年の
四顧と今後の展望一山本有造
5 月10 日 報告 国民帝国論の前提 山室信…
論評「帝国 J論の視座について
1997> fO 米の 『情況J. r大航海J. r思
想」の論説，座談から籍谷直人




6 月14 日 報告 帝国意識研究の方法と課題
ゲスト・木焔洋ー
コメンテーター:山室信-
8 月28 日 報告 日本にお け る f帝属意識j 研究
の課題水野直樹
書評演下武立与編『岩波講座世界歴史







加藤和人 ( J T生命誌研究館) 後騒音争夫 (国立文栄
劇場〕庭激千紗子(同志社女子大学)深津 A来(大
阪大学)
5 月8 日 趣民説明 ・ 『色道大鏡J 紹介 憐山
5 月 22 日 半維の詩にお け る 「空J 荒牧
f色道大鏡J の周辺 虞瀬
8 月5 臼 仙女た ち の語る医学 武田
『色道大鑑j巻Ji二十八品第一
無性品~第五悔事品広瀬・金








7 月3 臼 葛域 」言主神社 見学会 解説 : 後採
9 月48 横山半年 「方言の力」 合評 横山 ・ 全員
「色道大鑑』巻h二十八品第十
去迷品横山












12月18 日 鄭孝宵氏の 日本 深深
『色道大鑑』巻五二十八品第ト五




9月 27 討 議読 : 出中和夫著 f大東亜l日英領地域




10月25 円 講読 東説経済調査局 「仏蘭両楠民地

























同研究「言語力の諸相 J 0997-98) や 「新発見事物
への名づけをめぐる学内共同のこころみ J (1 998 ) の
成果をふまえるとともに，京都ゼミナールハウス主
催「京都間際セミナー/安定社会の総合研究 J (1989ｭ




















































5 片 19 日 戦前台湾の電源開発と工業化 0919年
~1934 年) 日 月 漂発電計画 と そ の意
義一北波
朝鮮総督訓示類文献について水野
6 月2 臼 東拓の農業経営 河合
健筆慰安所の設霞と慰安婦募集に関す
る警察資料永井
6 月168 1930 年代朝鮮企業にお け る重役兼任に
関する研究龍谷・金慶南
資料紹介・公文類衆一隠丘公文言号館 H









10 月6 日 『大東穏共栄厩J の経済構造一国際分
業の検討堀
植民地期朝鮮の治安維持法統計資料に
ついて f思想月報 J仁思想、最報 Jを
中心に李





11 月17 日 海南島占領と台湾 近藤
日本所在植民地関係文献目録およびコ
レクションについて水野











































2 月5 日 陵墓の近代 高木博志;
3 月18白 羽賀祥二著 『史蹟論J 合;W 原因敬­
4 月23 日 榎本武揚の戊辰戦争 佐々木克
5 月14 日 教導識 と学校教育一大教院体制の挫折
がもたらしたもの谷川穣
5 月28日 昼亨の英国皇帝への不敬呼称事件 と 独
逸皇孫遊猟事件小股憲司月
6 月18 日 三条実美の政治意識と運動一 “尊援激
派"イメージ再考干安部呂利
7 月2 日 招魂祭祭文考 羽賀祥二
9 月10 日 幕末の軍事改革一萩藩箪事改革の再検
討岸本覚
10月1 日 将軍 ・ 天皇の死 と伊勢神寓 塚本 明
10月 22 B 征韓論政変後におけ る大久保利.@ の体
告IJ構想、 黒田信二
11 月12 日 明治9 年1 月 の留学犯 会件 落合弘樹
11 月26 日 「御維新j と 民衆一 「矢野騒動j を 中
心に谷山正道
12月 lO B 記憶と歴史 ゲス ト ・ 松浦 玲
同洋苦I~
アヴァンギャルド芸術の研究班長宇佐美芳
1997年か ら2001年に い た る 4 年間の予定で発足 し
た共同研究班である。



















9 月20 日 シチュアシオニストと「アヴァンギャ l 月 19 日
ルド」 木下 4 月13 日
10月 4 日 コンピュータ・グラフィックスの現在
河原 4 月27 日
10月18 日 危機の言説 ・ 錯誤の言説 水田
11月8 日 シュノレレアリスムとウリポ 松島 5 月11 日
11月22 日 アンリ・マティスと窓閣の観念、丹治 5 月25 日









1 月11 日Quelques avant-gardesmusicales
一一 l白 s il enceつアヴァンギャ }vド
音楽をめぐってーあるいは「沈黙」に
ついてードゥヴォ-
2 月20 臼 ロ シ ア ・ ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド芸術の類型
学ーネオプリミティヴイズムー大石
3 月8 行 機械仕掛けの チ ャ ッ プ リ ン ー ロ シ ア ・
アヴァンギャルドの演技論一永田
3 月15 日 ロ シ ア ・ バ レ エ の衝撃 パ ケ ス ト と プ
ルーストを中心 lこ吉出
4 月 19 日 ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド の時代に 一主国維の
有企史研究一井波
5 月10 日 「 白伝性J の恵;味 と かた ち - Nadja の
場合馬
5月24B 近代の表裏 ヴ ァ レ ザ ー と ブル ト ン
森本
6 月7 日 偽作審問官フやル ト ン 宇佐美
6 月 21 日 宣言 の デ ィ ス ク ー ル ( 2 )イエナ派
空間と移動の社会史班長前川和也






























1 月12 日 中 間 ヨ ー ロ ッ パ と ブ ラ ッ ク ・ ア フ リ カ
江川
限界周遊家と臼本儲山





17 世紀オ ラ ン ダ ・ ユ ダヤ入社会の盛衰 :
移住・再移住・通信網
桜田美津夫(就美女子大)
6 月8 日 啓蒙期 ド イ ツの秘需結ネ士 . 啓明団員ボー
デのパり旅行記から云成
6 月22 日 中世の女性芸能者 脇田
6 月 29 日 11 世紀 ビザ ン ツ貴族の両選 弁 t



















9 月148 世界を山分けす る : デマルカ シ オ ン
合間
9 月27 日 メ ソ ポ タ ミ ア における空間認識の拡大 :
アッカドのサルゴン王とナラム・シン
王。 [ilJ時代史料と後代の {i;lfk前川




10月19日 徴利か ら利子へ : montedipieta 設
立運動大黒
10 月 26 8 身分別救貧の虚実 : ロ ッ テ ル ダム 市孤
児救貧と東インド
大西吉之(寓山大)
11 月9 日 中世地中海におけ る人の移動 在キ プ
ロス・ヴェネツィア公証人の史料より
両国
11 月 16 日 シ ャ ル ダ ン 兄弟の イ ギ リ ス ・ イ ン ド 陪
貿易 (1687-1709年)
羽悶 I五(東大東洋文化研究所〉
11 月初日 「植物採集者J の旅 川島
12 月7 臼 啓蒙と旅行記(2) :ヴォルネーを読む
阪上















1 月19 日 中井疋一 「委員会の論理j 全員
2 月9 臼 中井正ーの美学をめ ぐ っ て 全員
3 月168 =木清『留学入門』を読む森本;
3 月 26 臼 商品世界 と 資本の形態的記憶 長原
4 月 13 日 和辻哲郎 F風七J (1)安田
4 月24 日 研究会の方向をめ ぐ っ て 上野
5 月 11 日 手[J 辻哲郎 F風土J (2) 森本
5 刃15 日 30年代日本におけ る科学論 小林
6 月8 日 田辺元の く種の論理〉 上野
6 月初日 フ ラ ン ク フ ル ト 学派と マ ンハ イ ム
辰己
7 月17 日 史的シ ス テ ム と しての柳田民俗学
菊地




9 月 18 日 南原繁と 田辺元の共悶体論 上野
美学イデオロギーの批判のために
国的
10 月 5 日 シ ュ ベ ン グ ラ ーの際史哲学 (2)
瀧井他
10 月16 日 小林秀雄の文学主義をめ ぐ っ て 森本
11 月9 臼 柳宗悦の く民芸〉 論をめ ぐ っ て
小林他
11 月 13 日 加藤正 と 「理論の党派性」 論争 崎山
































れらの表象を横断するく主体> .く社会> .<民族> ,


















4 月21 日 ス ト リ ッ プテ ィ ー ズの修辞学 大浦
5 月 19 口Money Shot の光と影 田中
6 月2 臼 読書会Lvnn Hunt(ed.)The lrト
ventionofPornography
小野原・下野・山口
6 月16 日 中国に お け る性愛文学 (近代以前)
金
7 月7 EJ JapanesePornographicCulturein
HongKong
DixonWong(ゲスト・寄港大学)
7 月17 日 ス タ デ ィ ー ・ ツ ア ー : リ パ テ ィ 大阪 ・
飛出遊事草
案内原田敬一(ゲスト・悌教大学)
7 月 21 H 江戸時代にお け る性愛表現 山本
9 月22 日 やおい と セ ク シ ュ ア ザ テ ィ ー ・ 女性が
描く男性同性愛
藤本純子(阪大・続)
10 月6 日 「間性愛」 の誕生 古)I I
10 月初日 媛劫交際におけ る性の務品化の機相 :
インタビュー 調査の事例から園田
11 月 17 日 5 2 ペ ー ジの宇宙 「巣本j 史 に関
する基礎的研究(1)棚橋
12月1 日 『セ ク シ ュ ア リ テ ィ の歴史社会学』 を
書き終えて
赤川学(ゲスト・掲出大学〕
12 月15 日 秀港 レ ポ ー ト 大浦 ・ 田中





























1 月8 臼 ト ゥ ー レ案 白鳥/f副総
1 月29 日 ト ゥ ー レ案 間的/佐藤
2 月5 日 パ レ 1 ロ ワ イ ヤ ルの草案 向精/白鳥
4 月16 日 本命 と人間の権利をめ ぐ っ て 全員
4 月初日 ミ ラ ボ ー案 佐藤/宇城
5 月7 日 デュ ポ ン ・ ド ・ ヌ ム ー ル案





























































8 月 22 日討議
8 月 23 日討議
8 刀 23 日討議
8 月 23 日討議
8 月 23 日討議
8 月 24 口討議
8 月24日 ・26 日討議
6 月4 日
6 月 1 8 臼
7 月2 日
7 月23日
9 月 10 日












1 月22 臼 進化論と問辺諸分野の対話 佐倉
3 月5 日 進化論と グ ラ ン ド セ オ ワ ー 横山
「進化論」と社会班長板上孝
〈進化論〉の影響がたんに自然科学の領域にとと



































4 月23 日 共同研究を始め る に あ た っ て 阪 上
5 月14 日 明治社会と進化論 山室
5 月28 日 ア メ リ カ に お け る社会進化論
小林清一
6 月11 臼 ベル ク ソ ン と進化論 白 鳥
6 月25 日 性選択 と社会 斎藤
7 月16 日 ダー ウ ィ ン 『人間 と動物にお け る感情
の表現についてJをめぐって前II I
9 月24 日 『 ビー グル号航海記』 を読む 富永
10月8 日 モ レ ルの 『変質概論』 大東
10片 29 H 進化論形成の碁怒小川
11月12臼19世紀後半 フ ラ ン ス にお け る グー ウ ィ
ニズムのはわ受容北開
11月26 日 ド イ ツ にお け る ダ ー ウ ィ ニ ズム
小林博行
12月 lOH 退行 と回婦のあ いだ 字減
東方部
唐宋美術の研究班長曽布川寛























ら 2001年 3月まで隔週の月緩日 ( 2時一 5時)に文
献センター会議室で開催。









































2 月 19 日 に は早稲田大学の工藤元男教授をお招き し，
「楚筒研究とデータベースJと題して講演をうかがっ
中国技術の伝統班長田中淡
「中出技術史の研究J I c: iJ l き 続いて ， 1996年か ら




















































































































































































































































































YasukeIKARI, A SurveyoftheNewManu ・
scriptsoftheViidht1aSchool-MSS.of
K1and丸一
TimothyY. Tsu , BetweenSuperstitionand
Morality-JapaneseViewsofTaiwanese
ReligioninthεColonial Period , 1895
1945-















1999 年3 月31 日刊
所報人文第 46号創立 70周年記念
1999 年11 月18 日干Jj
東洋学文献類日 1996年度
附属東洋学文献センター編









に昇任 ( 4月 1日付〉。
・ UJ本有造(日本部〉教授を，明研究所長及び鮒属
東洋学文献センター長に併任 ( 4月 1日 - 8月 31
日)。
-山路勝彦関西学院大学教授は，併任教授(比較文
化研究部門 4月 1日 -2000年 3月 31日)。
-塚本明三重大学人文学部助教授は，併任助教授
(比較文化研究部門 4月 1日 -2000年3月 31日 )0
・竹沢泰子筑波大学助教授は，内研究所助教授(西
洋郎〉に転任( 4 月I 臼 イ的。
・池田巧立教大学助教授を当研究所助教授(東方
部〉に採用( 4 月l 日付)。
-菊地暁氏を助手(日本部)に採用 ( 4月 1日付 )0
・稲本泰生(東方部)助手は，奈良国史博物館学芸
課に転任 ( 5月 l臼付)。
・古松崇志、氏を助手(東方部)に採用 ( 5月 16日付 )0
・桑山正進(東ノヴ部)教授を，当研究所長及び附属
東洋学文献ゼンター長にiJI任 (11月 1日 -2001年
10 月31 日 )。
・勝村哲也教授(鮒属東洋学文献センター)は，文
部省科学研究費総助金により，平成 11 年 1月 2日
大阪発，タマサート大学に於いて口・タイ間の通
信回線利用状況の調査ならびに漢字の国際的流通
に関する協議を行い 1月 6日帰国 0
・勝村哲也教授(附属東洋学文献ゼンター)は，文




















を受 't o 2 月 15 日帰国。
.fit;]村秀典助教授(東h一部)は，文部省科学研究費
補i助金に よ り . 3 月4 日大阪発. M南省文物考 山
研究所焦作I↑E文物工作隊に於いて府城遺跡の発
掘調査を行い 3月 18臼 1尋問。
-勝村背也教J受(附潟東洋学文献センター)は，文
部省科学研究費補助金により， 3 月9 日成出発，
ハーバード大学. uc パー ク レ イ 校に於いて漢字
の国際的利用に関する国際会議に出席し. 't'iKj 占
籍・中国街地問史料の調貨を行い 3月 18日帰国0
・東郷俊宏助手(東方部)は. 3 月14 日大阪発， 北
点中医薬大学.tP医研究院に於いて中回全元期医
学書，本意書に関する研究資料収集，箆議飯店に



























を行い. 6 月2 日帰国。
・勝村有也教授(Iヰ[属東洋学文献センター)は. 6
月 13日大阪発，中央研究続に於いて漢籍電子文献
協調委員会に出席し. 6 月17 日帰国0
・古勝降一助手(東方部)は. 6 月 1 3 口大阪発， 中
央研究院に於いて漢籍電子文献協調委員会に出席


















心に於いて安多誘の調査研究を行い. 8 月29 日 帰
国。
.~谷至助教授(東方部〉は，委任経理金により













い. 9 月3 日帰国0
・荒牧典俊教授(東方部)は. 8 月21 日大阪発， ロ ー
ザンヌ大学に於いて国際仏教学会に出席，ベルリ
ン博物館，ハンブルク大学に於いて資料収集を行
い. 9 月3 日婦問0
・勝村哲也教授(附属東洋学文献センター〉は，文




・前川和也教授(西洋部)は. 7 月28 口大阪発， 大
英博物館lこ於いて大英博物館シュメール行政・経
済文書の研究を行い. 9 月7 B婦問。
・冨谷至助教授(東方部〉は，文部省科学研究費
補助金により. 9 月3 臼大阪発， 南京博物院， 上
海博物館に於いて新日j文字資料に関する最初情報
の収集と調夜を行い. 9 月7 日帰国。




・森時彦教授(東方部)は， 9 月5 日大阪発， 中
国社会科学院近代史研究所に於いて学術講演，交
























講演会iこ出席し . 10月 26日帰国。
・勝村哲也教授(附属東洋学文献センター)は， 10
月初日大阪発. TheNationalAcad 日my ofthe
KoreanLanguage に於いて議算処理i こ 関す る
国際ワークショッブに出席し. 10 月 29 臼帰国。
-岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により . 10月 19日大阪発，山東省博物館.
北京大学等に於いて透祉，玉器の調食・打ち合わ
せを行い， 11月 4臼帰国。





総助金により . 11月 9日入島阪発，シンガポール大
学"7カラ国立大学に於いてインド人移民の調査




シア議文献の諸写本研究を行い. 12 月1 日帰国0
・横山俊夫教授(日本部)は，文部省在外研究員旅
費により. 10 月 6 8大阪発， ケ ン ブ リ ッ ジ大学，
オックスフォード大学に於いて前近代日用面科書
の日英比較研究に関する資料調査を行い. 12 月 5
日帰国 0
・森寅一息助手(東方部)は， 11 片 30臼大阪発，フ
ランス科学研究センタヘフランス社会科学院，
東アジア吾語研究所に於いて叩脅'文発現百周年記
念国際会議において報告を行い. 12 月4 日帰国0






















































Noodle嶋maker inOkamachi , ToyonakaCity , OsakaPrefecture
A.Kikuchi 195




StatusRankingandDifferentiationofMuslimGroups ..…・ S. Komaki 275
PaulValerlyandtheCrisisofRepresentation ………...・ H・.. A.Morimoto 315
354
